
平成２８年３月１５日 ４

　

教
育
委
員
会
の
多
様
化
を
進
め

る
た
め
、
平
成　

年
か
ら
、
委
員

１３

に
「
保
護
者
」
が
含
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
、
私
は
平
成　

年
７
月
か

２７

ら
教
育
委
員
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
平
成

　

年
４
月
か
ら　

年
間
、
ス
ポ
ー

１６

１１

ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
々
に
、
多
種

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
い
た

だ
く
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
教
育
委
員
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安

心
に
学
業
に
励
み
、
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
、
学

校
教
育
も
含
め
た
教
育
全
般
に
目

を
配
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
私
が

お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
、
ス
ポ
ー

ツ
と
学
業
の
大
切
さ
、
そ
し
て
親

が
子
ど
も
に
接
す
る
重
要
さ
で

す
。
お
子
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関

心
を
示
し
た
ら
、
ぜ
ひ
始
め
さ
せ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
勉
強
に
重

き
を
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
時

期
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
（
運
動
）

と
勉
強
（
頭
脳
）
は
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
記
憶
力
が
良
く
な
る
」「
ス
ト
レ

ス
に
強
く
な
る
」「
や
る
気
を
引
き

出
す
」
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
れ
ば
良
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
、
子
ど

も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。「
帰

宅
し
た
ら
す
ぐ
に
宿
題
を
す
る
」

「
好
き
嫌
い
な
く
ご
飯
を
食
べ
る
」

な
ど
の
約
束
を
決
め
て
お
く
と
良

い
で
し
ょ
う
。
約
束
が
守
れ
な
か

っ
た
と
き
は
、
注
意
す
る
な
ど
の

ケ
ジ
メ
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
。

　

小
・
中
学
校
の
学
力
は
、
基
礎

的
な
学
力
の
定
着
が
何
よ
り
重
要

で
す
。
そ
れ
に
は
家
庭
学
習
が
効

果
的
で
す
が
、
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
す
ぐ
に
取
り
か
か
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
部

活
動
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
面
で

は
、「
コ
ー
チ
に
褒
め
ら
れ
る
と

う
れ
し
い
か
ら
練
習
を
頑
張
る
」

と
、
積
極
的
に
な
り
ま
す
。
学
習

も
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
す
。
親
の

気
持
ち
か
ら
す
る
と
、
つ
い
、「
勉

強
し
な
さ
い
！
」「
こ
ん
な
こ
と
が

分
か
ら
な
い
な
ん
て
授
業
中
何
し

て
た
の
！
」
と
激
励
し
て
い
る
よ

う
な
、
叱
っ
て
い
る
よ
う
な
言
葉

が
出
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
で
は
子

ど
も
の
自
己
評
価
は
低
く
な
る
一

方
で
す
。「
今
日
は
字
が
き
れ
い

に
書
け
た
ね
」「
計
算
が
間
違
え
な

く
で
き
て
す
ご
い
ね
！
」、
ほ
ん

の
小
さ
い
こ
と
を
具
体
的
に
見
つ

け
出
し
て
あ
げ
る
と
、
子
ど
も
も

分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
義

務
教
育
時
代
の
学
力
は
ス
ポ
ー
ツ

と
同
じ
で
、
毎
日
の
練
習
の
積
み

重
ね
が
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
私
が
こ
れ
ま
で
ス
ポ

ー
ツ
の
指
導
を
し
て
き
た
経
験

と
、
子
育
て
の
経
験
か
ら
感
じ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
学
校
訪
問
や
学
校
行
事

に
は
で
き
る
限
り
学
校
に
足
を
運

び
、
教
育
現
場
で
奮
闘
さ
れ
て
い

る
教
職
員
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い

て
自
ら
の
認
識
を
深
め
、
教
育
委

員
会
の
一
員
と
し
て
市
民
の
皆
様

の
信
頼
と
ご
期
待
に
お
こ
た
え
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
の　

月
に
東
久
留
米
市
の

１０

教
育
委
員
に
就
任
以
来
、
教
育
に

関
す
る
方
針
、
人
事
や
予
算
に
関

す
る
こ
と
な
ど
を
教
育
委
員
会
の

定
例
会
や
臨
時
会
な
ど
で
協
議

し
、
さ
ら
に　

月　

日
は
３
回
目

１０

２８

の
総
合
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
、

市
長
と
教
育
委
員
と
で
「
青
少
年

の
健
全
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
目
ま
ぐ

る
し
い
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た

（
関
連
記
事
あ
り
）。
今
の
率
直
な

感
想
と
し
て
は
、「
教
育
委
員
会

は
現
代
か
ら
未
来
を
つ
く
り
あ
げ

る
人
材
の
教
育
を
担
っ
て
い
る
、

重
要
な
機
関
で
あ
る
」
と
い
う
認

識
を
さ
ら
に
深
め
た
こ
と
で
す
。

　

私
が
生
ま
れ
て
、
早
い
も
の
で

　

年
経
ち
ま
し
た
。
５
歳
ご
ろ
の

６２時
（
北
多
摩
郡
久
留
米
町
の
地
名

の
こ
ろ
）
に
は
落
合
川
に
ホ
タ
ル

が
た
く
さ
ん
い
て
、
防
空
壕
や
た

て
の
緑
道
、
土
器
な
ど
も
発
掘
さ

れ
、
自
然
そ
の
ま
ま
の
環
境
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
久
留
米
団

地
や
滝
山
団
地
な
ど
が
造
ら
れ
て

開
発
が
進
み
、
本
市
は
大
き
く
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
図
書

館
で
「
語
ろ
う
・
東
久
留
米
」
で
、

市
民
が
昭
和
の
時
代
の
不
発
弾
処

理
や
東
久
留
米
で
の
疎
開
生
活
な

ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
市

民
が
本
市
の
史
跡
や
発
展
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
で
地
域
を
深
く
知

り
、
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
地
域

を
元
気
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
市
の
調
査
に
よ
る

と
、
市
民
の　

％
が
「
東
久
留
米

８０

市
は
自
然
が
多
く
、
都
心
に
も
近

い
た
め
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
の
調

査
に
よ
る
と
、
都
内
で
東
久
留
米

市
は
長
寿
の
市
で
あ
り
、
子
ど
も

の
出
生
率
が
伸
び
て
い
る
と
の
結

果
も
出
て
い
ま
す
。
と
て
も
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

　

就
任
し
て
数
カ
月
経
っ
た
今
、

特
に
不
登
校
問
題
と
、
最
近
増
え

て
い
る
不
審
者
問
題
が
気
に
な
り

ま
す
。
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
本
市
で
す
の

で
、
教
育
委
員
会
と
学
校
が
先
ず

は
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
も

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
協
力
を
得
て

い
ま
す
が
、
連
携
の
輪
が
も
っ
と

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

さ
て
、
数
年
後
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
私
が
小
学
生
の
時

に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
が
大
き
く
発
展
し
、
日

本
人
も
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
既
に
、
小
学

校
８
校
と
中
学
校
５
校
が
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
向
け
、
東
京
都
か
ら
教

育
推
進
校
指
定
を
受
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
子
ど
も
た
ち
の
一

生
の
思
い
出
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
一
人
ひ
と
り
が
大
き
く
成

長
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
落
合
川
の
よ
う

に
清
ら
か
な
心
で
少
年
少
女
時
代

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
教
育
委
員

と
し
て
務
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
６
月
１
日
に
開
催
し

２７

た
第
６
回
定
例
会
か
ら
、　

月　
１２

２５

日
に
開
催
し
た
第　

回
臨
時
会
ま

１６

で
の
主
な
議
案
と
報
告
事
項
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
議
案
は

す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
▽
ス
ペ

ー
ス
の
都
合
で
「
東
久
留
米
市

（
立
）」
は
一
部
省
略
）。

　

◎
平
成　

年
第
６
回
定
例
会

２７

（
６
月
１
日
）
…
〔
議
案
〕「
上
の

原
地
区
土
地
利
用
構
想
整
備
計
画

（
案
）に
つ
い
て
」
に
関
す
る
照
会

（
回
答
）
▼
教
育
委
員
会
事
務
決

裁
規
程
の
一
部
改
正
▼
市
立
学
校

職
員
出
退
勤
情
報
管
理
機
器
使
用

規
程
の
制
定
▼
市
立
学
校
職
員
の

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に

関
す
る
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
改

正
〔
諸
報
告
〕
教
育
、
学
術
及
び

文
化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な

施
策
の
大
綱
▼
特
別
支
援
教
室
設

置
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
制
定

▼
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
策
定

委
員
会
設
置
要
綱
の
一
部
改
正
▼

市
立
学
校
適
正
配
置
等
に
関
す
る

検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
制
定　

◎
第　

回
臨
時
会
（
６
月　

日
）

１０

１７

…
〔
議
案
〕
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
解
嘱
〔
諸
報
告
〕
市
立
学
校
職

員
の
服
務
▼
特
別
支
援
教
室
の
導

入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
保
護
者
説
明
会

▼
中
学
校
教
科
書
見
本
本
の
中
央

図
書
館
へ
の
配
架　

◎
第
７
回
定

例
会
（
７
月
９
日
）
…
〔
議
案
〕

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
委
嘱

▼
市
立
学
校
職
員
の
服
務
〔
諸
報

告
〕
道
徳
の
学
習
指
導
要
領
の
改

正
▼
教
科
書
の
発
行
者
の
宣
伝
行

為
等
の
調
査
▼
「
新
教
育
委
員
会

制
度
へ
の
移
行（
総
合
教
育
会
議
、

大
綱
、
新
教
育
長
）
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果　

◎
第　

回
臨
時
会

１１

（
７
月　

日
）
…
〔
議
案
〕
一
般

２３

会
計
（
教
育
費
）
９
月
補
正
予
算

（
案
）　

◎
第　

回
臨
時
会
（
７
月

１２

　

日
）
…
〔
議
案
〕
一
般
会
計（
教

２９育
費
）９
月
補
正
予
算（
案
）　
〔
諸

報
告
〕
市
立
小
・
中
学
校
の
学
校

サ
ポ
ー
ト
業
務
あ
り
方
検
討
委
員

会
設
置
要
綱
の
策
定　

◎
第
８
回

定
例
会
（
８
月　

日
）
…〔
議
案
〕

１１

平
成　

年
度
〜　

年
度
使
用
市
立

２８

３１

中
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
▼
平

成　

年
度
使
用
市
立
小
中
学
校
特

２８
別
支
援
学
級
教
科
用
図
書
の
採
択

▼
「
平
成　

年
度
（
平
成　

年
度

２７

２６

分
）
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

の
点
検
及
び
評
価
報
告
書
」
の
策

定　

◎
第　

回
臨
時
会
（
８
月　

１３

２７

日
）
…
〔
諸
報
告
〕「
教
育
振
興
基

本
計
画（
改
訂
版
）」（
素
案
）▼「
特

別
支
援
教
育
推
進
計
画
」（
案
）▼

「
特
別
支
援
教
室
設
置
検
討
委
員

会
報
告
」（
案
）
▼
特
別
支
援
教
室

開
設
準
備
委
員
会
設
置
要
綱
▼
平

成　

年
度
〜　

年
度
使
用
中
学
校

２８

３１

教
科
用
図
書
の
採
択
結
果
の
公
表

▼
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基

づ
く
組
織
的
な
対
応
及
び
児
童
生

徒
の
自
殺
予
防
▼
平
成　

年
度
全

２７

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

（
報
告
）　

◎
第
９
回
定
例
会
（
９

月
８
日
）
…
〔
諸
報
告
〕
教
育
振

興
基
本
計
画（
改
訂
版
）（
案
）▼
特

別
支
援
教
室
設
置
検
討
委
員
会
報

告　

◎
第　

回
臨
時
会（
９
月　

１４

３０

日
）…
〔
議
案
〕
市
立
学
校
教
職
員

の
服
務
事
故
〔
諸
報
告
〕
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
、
市
学
力
調

査
の
結
果
▼
放
課
後
子
供
教
室　

◎
第　

回
定
例
会
（　

月
５
日
）

１０

１０

…〔
諸
報
告
〕指
定
校
変
更
等
の
規

則
の
見
直
し
案
▼
特
別
支
援
教
室

設
置
に
係
る
保
護
者
説
明
会
記
録

▼
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画（
案
）

等
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
結
果　

◎
第　

回
臨
時

１５

会
（　

月　

日
）
…
〔
議
案
〕
特

１０

２６

別
支
援
教
育
推
進
計
画
の
策
定
▼

特
別
支
援
教
室
設
置
計
画
の
策
定

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計
（
教
育

２７

費
）　

月
補
正
予
算
（
案
）
▼
市

１２

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者

の
指
定
依
頼
〔
諸
報
告
〕
教
育
振

興
基
本
計
画
〔
改
訂
版
〕（
案
）
の

検
討
状
況
〜
（
ア
）
教
育
振
興
基

本
計
画〔
改
訂
版
〕（
案
）に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結

果
（
イ
）
教
育
振
興
基
本
計
画
策

定
等
に
関
す
る
懇
談
会（
第
１
回
）

の
開
催　

◎
第　

回
定
例
会
（　

１１

１１

月
６
日
）
…
〔
議
案
〕「
教
育
振
興

則
の
一
部
改
正　

◎
第　

回
定
例

１２

会
（　

月
１
日
）
…
〔
議
案
〕
奨

１２

学
資
金
運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱

及
び
任
命
〔
諸
報
告
〕
平
成　

年
２７

度
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を

図
る
た
め
の
調
査
」（
東
京
都
）
の

結
果
▼
市
立
小
学
校
の
国
語
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
▼
市
立

小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
特
別
の

教
科　

道
徳
」
の
一
部
先
行
実
施

▼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
教
育
の
推
進
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
▼
市
立
南
中
学
校
に
お

け
る
パ
ソ
コ
ン
紛
失
事
故
▼
教
育

委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
月
の
変
更

▼
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
休
暇

等
（
前
期
分
）
に
関
す
る
報
告　

◎
第　

回
臨
時
会
（　

月　

日
）

１６

１２

２５

…
〔
議
案
〕
市
立
図
書
館
運
営
規

則
の
一
部
改
正
▼
市
立
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部

改
正
▼
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条

例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
▼
市
教

育
委
員
会
い
じ
め
問
題
対
策
委
員

会
運
営
規
則
の
制
定
〔
諸
報
告
〕

市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

運
営
要
綱
の
制
定
▼
東
京
都
学
力

向
上
を
図
る
た
め
の
調
査
結
果
▼

「
く
る
め
産
給
食
の
日
」
の
小
・

中
学
校
一
斉
実
施
（
関
連
記
事
あ

り
）
▼
教
育
課
程
の
適
正
実
施
に

係
る
検
討
委
員
会
報
告
書

基
本
計
画
」（
改
訂
版
）
の
策
定
▼

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
依
頼
▼
市
立
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
依
頼
▼
市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
依
頼
▼

市
立
学
校
通
学
区
域
に
関
す
る
規

　

１
月　

日
（
木
）、
市
内
の

２８

全
小
・
中
学
校
で
「
く
る
め

産
給
食
の
日
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
ほ
う
れ
ん
草
や
大
根

を
使
っ
た
「
く
る
め
ピ
ラ

フ
」、
柳
久
保
小
麦
の
入
っ

た
小
麦
で
ル
ー
を
作
っ
た

「
地
粉
シ
チ
ュ
ー
」、
地
元

の
旬
の
野
菜
を
取
り
入
れ
た

「
旬
野
菜
の
サ
ラ
ダ
」な
ど
、

市
内
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や

小
麦
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
、
ま
さ
に
「
東
久
留
米
づ

く
し
」
の
給
食
を
市
内
の
児

童
・
生
徒
が
味
わ
い
ま
し
た
。

　

第
九
小
学
校
に
は
市
長
・

教
育
長
が
訪
問
し
、
児
童
と

一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
し

た
。
給
食
は
好
評
で
、
み
ん

な
き
れ
い
に
残
さ
ず
食
べ
ま

し
た
。
い
つ
も
の
給
食
も
お

い
し
い
け
れ
ど
、
こ
う
い
う

特
別
メ
ニ
ュ
ー
は
一
段
と
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
松
本
誠
一
氏
が
、
平
成　

年
９
月　

日
を
も
っ

２７

３０

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
は
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
２
期
８
年

１８

１０

間
に
わ
た
り
、
市
の
教
育
行
政
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
に

は
、
平
成　

年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
細
田
初
雄
氏
（
高

２７

校
野
球
解
説
者
・
元
高
校
及
び
大
学
の
野
球
部
監
督
・
農
業
経
営
）
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
平
成　

年　

月
１
日

２７

１０

か
ら　

年
９
月　

日
ま
で
の
４
年
間
）。

３１

３０

教
育
委
員
会
の
新
し
い
体
制
決
ま
る

教
育
委
員
会
の

開

催

状

況
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ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

第
３
回
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

く
る
め
産
給
食
の
日
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ス
ポ
ー
ツ
と
勉
強
、
そ
し
て
少

し
の
褒
（
ほ
）
め
言
葉
を

細
川　

雅
代細川委員

子
ど
も
た
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
　

地
域
の
力

細
田　

初
雄細田委員

　「総合教育会議」は、地方公共団体の長（市長）と教育委員会
（教育長と教育委員）とで構成され、市長と教育委員会が相互の
連携を図りつつ、より一層民意を反映した教育行政を推進してい
くよう、両者の協議及び調整の場として設置されたものです。
　昨年の１０月２８日に３回目を開催し、「地域と連携した青少年健
全育成」をテーマに議論を交わしました。会議では、教育委員が
「現在、本市の子どもたちは深刻な状況に置かれていないようだ
が、ネット社会の危険性を考えると一気に状況が変わることが考
えられる」などと報告したところ、市長からは「小さな徴候も見
逃さない教育現場の大切さを改めて認識した。今後も関係機関と
の連携を密にし、学校の指導力のレベルを上げていってもらいた
い」と述べられました。
　また、「青少年の健全育成を進めるには地域と学校の連携をさ
らに深める必要がある。学校が地域の支援をもっといただくに
は、教員が積極的に地域に出ていく必要があると思う」「児童・
生徒がダンスや演劇を披露したり、防災訓練への参加等、さまざ
まなボランティア活動を通じて地域の行事に参加することも地域
との連携につながる」などの報告がありました。市長は「地域か
らのサポートを得ることも大事だが、学校が主体的に地域行事に
参加し、地域に貢献してもらいたい。教育委員会にはその支援を
深めてほしい」と述べられま
した。
　続いて、「平成２８年度当初
予算（教育費）」について市
長に意見を申し述べ、閉会し
ました。
　詳しくは教育総務課庶務係
☎４７０・７７７５へ。


